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学習指導要領の改訂と小 ・中学校の音楽科の方向性

1音 楽科における学習指導要領の改訂

(1)学 習指導要領改訂のポイント

昨年(平 成元年)3月,平 成4年 度(中 学校は平成5年 度)か ら全面的に実施 される新学習

指導要領が告示された。その改訂のポイントを筆者なりにまとめると次のようになる。

(1)基 礎 ・基本の徹底

(2)個 性を生かす教育の充実

(3)自 己学習力の育成

(4)情 報化への対応

(5)国 際理解教育の重視

総則の冒頭部,「 教育課程編成の一般方針」には 「学校の教育活動を進めるに当たっては,

自ら学ぶ意欲 と社会の変化に主体的に対応できる能力の育成を図るとともに,基 礎的 ・基本

的な内容の指導を徹底 し,個 性を生かす教育の充実 に努めぢければならない」 と明記されて

いる。 これを 「生徒(児 童)の 人間として調和のとれた育成を目指し,地 域や学校の実態及

び生徒の心身の発達段階と特性を十分に考慮 して,適 切な教育課程を編成するものとする」

とした昭和52年 告示の学習指導要領総則と比べてみると,か な り踏み込んだ表現になって

いるといえる。また,「授業時数の取扱い」では,9小学校では1単 位時間は45分,中 学校で

は50分 を常例としてはいるが,年 間の授業時数を確保 し,指 導方法の工夫がぢされれば弾力

的に運用す ることができることになった。 さらに,生 徒(児 童)の 実態に応 じた指導の必要

が明示されてい、る。校種 に特殊なところでは,小 学校では生活科の新設,中 学校では選択履

修制の拡大 と弾力化である。

こうしてみてみると,今 回の改訂 は,社 会の国際化や情報化を受け,目 標としては,学 力

保障 と個性の伸張の2っ の方向に(こ れらが相反するものであるわけではない)明 確に拡大

され,指 導の方法 としては弾力化の方向で,行 われたといえよう。

ところで,音 楽科に限っていえば若干ポイントは違ったものになる。まず音楽科の目標に

ついてみてみよう。

〈小学校音楽科の目標〉

「表現及び鑑賞の活動を通 して,音 楽性の基礎を培うとともに,音 楽を愛好する心情と音
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楽に対する感性を育て,豊 かな情操を養う。」

〈中学校音楽科の目標〉

「表現及び鑑賞の活動を通 して,音 楽性を伸ばすとともに,音 楽を愛好する心情と音楽に

対する感性を育て,豊 かな情操を養う。」

以上で分かるとおり,小 学校 と中学校で目標が統一 され,連 続的な表現になっている。今

回の指導要領の改訂が,幼 稚園から高等学校 まで一斉に行われることを反映していると思わ

れる。 このことは,ま ことに結構なことだと言わざるを得ないが,こ こで問題になって くる

のが,小 学校の学習指導要領の 「音楽性の基礎」であり,中 学校でも問題 となる,音 楽科に

おける 「基礎 ・基本」である。 これについては後述す る。

次 に各学年の内容であるが,最 も目立っのは内容の大綱化である。っまり,扱 うべき内容

の大半を従来のように各学年 ごとに表記 しないで,小 学校では低学年,中 学年,高 学年,中

学校では第1学 年と2,3年 というまとまりで表したことである。これは,生 徒(児 童)の 実

態に合わせて,学 習内容を弾力的に取 り扱おうとするものである。また,小 学校では,「自由

な発想で即興的に表現すること」が取 り入れられ,創 造的な音楽活動の重視がうたわれてい

る。内容の取扱いに関 して問題になるのは,中 学校での選択制 との絡みである。

以下では,音 楽科の方向性にっいて基礎 ・基本の徹底 と,選 択制の拡大,創 造的な音楽活

動 という3点 に絞 って考えていきたい。

(2)基 礎 ・基本の徹底

音楽科で基礎 ・基本が何をさすのかは,き わめて難 しい。昭和22年,26年 の学習指導要領

では,「読譜力を中心 とした,〈演奏中心主義〉ともいうべき 『学習主義』がその基調 となっ

て」いると西澤はいう1)。文部省が 「基礎」ということにっいて,多 少なりとも明らかにした

のは,昭 和40年 の学習指導要領である。ここではブルーナーの構造主義の影響 もあって 「基

礎」 という領域が設定されたのである。 これを文部省は,「昭和33年 版指導要領の各領域に

分散 している共通の基礎的内容を一括 し,こ れを発展的系統的に配列 し再構成 したもの」2)で

「音楽的感覚の発達を図り,聴 取 ・読譜 ・記譜の基礎的能力を高め」3)それを 「完全に児童の

ものとしてr定 着』」")させることをねらったものだとしている。 このことにっいて,野 村は

「っまり音楽の構成要素を分類 し,そ れ らの技能学習が 『基礎』の内容 として位置づけられて

いる」のと述べている。つまり,戦 後約30年 間,音 楽科における基礎 としてかなり技能的なも

のに限定された音楽的能力が想定されていたのである。

しか し,昭 和52年 の学習指導要領の改訂で,若 干ニュアンスが変わって くる。つまり,「音

楽を愛好する心情」ということに比重がかかってくるのである。(音 楽科の目標は,「表現及
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び鑑賞の能力を伸ばし,音 楽性を高めるとともに,音 楽を愛好する心情を育て,豊 かな情操

を養 う」となっている。)それ と同時に,例 えば扱われる調合が,シ ャープ,フ ラットともに

3っ ずっか ら2っ ずつに減 らされている。(ただし調合の数によって難易度が変わるとは一概

にいえない。記譜,読 譜に関しては,確 かにに数の増加にともなって難 しくはなるが,音 楽

そのものが難 しくなるわけではない。むしろさまざまな調 と音楽の雰囲気を味わわす方が,

調にっいての理解を促進す る場合があると思われる。 このことについて竹内は調合の数が何

個までのものを教えるという発想がそもそも誤っているとし,「個々の調を教えるのではな

く 『調』 という内容のまとまりを設定 し,rな ぜ長調と短調があるのか』『なぜ音階はどの音

か らはじめて も同 じように聞 こえるのか』『なぜ長調 ・短調 と呼ぶのか,そ れらはどこがちが

うのか』rな ぜ長調の種類は12個 しかないのか』等々といったような,子 どもたちが抱 く素

朴な疑問に答えるような形で」⑦教育内容を構造化するべきだとしている。)っ まり,そ れま

での演奏中心主義,技 術主義から,よ り感性や心情 といったものに学習の目標を移すことに

なるわけである。今回の改訂でもそれは踏襲されており,や はり音楽を愛好する心情を目標

として掲げている。 しか し同時に,基 礎 という語が再び現れているのである。 このことは先

にみた総則の目標の2つ の方向性と符合するものであるが,そ の基礎 というのが具体的には

どのようなことをさしているのかは難 しい。今回は 「音楽性の基礎」なのである。そもそも

音楽性とはどのようなものであるのかが曖昧で,楽 器の演奏や歌唱で考えてみると,音 程の

正確さや リズムの正 しさを前提とした音楽表現の深さというようなことに使われるようであ

る。 しかも場合によっては,技 術的な側面は全 く抜きにして,演 奏者の表現や感情といった

ものに対 して用い られる語でもある。それではその基礎 とは何なのか。筆者 に言えることは,

定義 はできないということのみである。ただ,あ る程度要素を挙げることはできる。以下の

ようなものであろう。

・音の機能が判断できる程度の音感

・他の人 とアンサ ンブルができる程度のリズム感

・音色に対す
、る関心

・音楽の中に表現の意図を感 じ取ろうとする態度

・心を込めて表現 しようとする態度

しかし,ど れをとっても 「ここまでできれば基礎が培われた」ということは言えないもの

ばかりである。従って,こ れ らを徹底するというのはさらに難 しいということが言えそうで

ある。

ただし,先 の例と同 じように学習指導要領の内容を細か くみていくと,や るべ きことは明

記されている。例えば小学校の3年 生では,次 のようである。

・ハ長調の旋律を視唱 したり視奏 した りできる
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・歌詞の内容を理解 して表現の仕方を工夫できる

・拍の流れやフレーズを感 じ取 って,演 奏 したり身体表現 したりできる

・音の重なりを感 じ取 って合唱や合奏をすること

・二分音符,付 点二分音符,付 点四分音符等の記号を理解 して表現できる

こういったことを 「共通教材」である,「 うさぎ」「茶っみ」「春の小川」「ふじ山」を通 し

て学習するのである。 しかしそれでも,レ ベルの問題はつきまとうのであって,明 確に3年

生段階の基礎はここまでだとはいいきれない。(もっともこれは他の教科でも同 じことで,基

礎 ・基本とは何かということがそれだけで研究の対象になるくらいである。)結 局,従 来通

り,何 とな くいろいろな側面で 「音楽が分かっていそうだ」という子どもが基礎 ・基本がで

きていると評価されるのであろう。

(3)選 択履修制

中学校において,授 業時数の規定が表1か ら表2の ように訂正された。選択教科などに充

て られる授業時間の項を見てみよう。従来のものは1年 と2年 で105時 間(周 知の通 り外国

語の選択で,ほ とんどの中学校では学校が英語を選択するという方式であった),3年 になる

表1年 間標準授業指数(昭 和52年 学習指導要領)

区 分

必 修 教 科 の 授 業 時 数 灘
の

肇

特授
別業
活時
動数
の

選に業

嚢鐵
馨覆

総

嚢

蒙
国

語

社

会

数

学

理

科

音

楽

美

術

保体

健育

1技 家

術
・庭

第1学 年 175 140 105 105 70 70 105 70 35 70 105 1,050

第2学 年 140 140 140 105 70 70 105 70 35 70 105 1,050

第3学 年 140 105 140 140 35 35 105 105 35 70 140 1,050

表2年 間標準授業指数(平 成元年学習指導要領)

区 分

必 修 教 科 の 授 業 時 数 道時

騨
難

特授
別業
活時
動数
の

選に業

襲蒙
馨覆

総

肇

蒙
国

語

社

会

数

学

理

科

音

楽

美

術

保体駁 家

健育
術
・庭

第1学 年 175 140 105 105 70 70 105 70 35

3乳

70

1吃

140
1,050

第2学 年 140 140 140 105 随
70

蓮
70

105 70 35
3乳

70

1唆

210

1,050

第3学 年 140 簗
105

140 響
140
35 35 響

140

曳
105

35

3乳

70

1犯

280
1,050
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と,音 楽,美 術,保 健体育,技 術 ・家庭の4教 科の中か ら1つ を選べる時間が35時 間追加 さ

れて,合 計140時 間が選択教科に充てられていた。必修教科に関 しては,授 業時数は完全に

固定されていたのである。 ところが今回の改訂ではかなり異なっている。っまり,選 択教科

などに充て られる時間数は1年 生で105～140時 間,2年 生で105～210時 間,3年 生で140～

280時 間であり,そ のうち外国語に充て られる時間は各学年,最 大140時 間,そ の他の選択教

科は2年 生で先の4っ の教科,3年 生で全9教 科(外 国語を含む)と いうことになっている。

そして,総 時数の1,050時 間をオーバーしないために,2年 生では音楽 と美術の時間数 に,三

年隼では社会,理 科,保 健体育,技 術 ・家庭の時間数に幅をもたせてある。 このことから扮

かるように,今 回の改訂ではかなり選択制が拡大されているのである。 しかしこのことを音

楽科か らみてみると,い くっか問題がある。吉崎 ・木原は,こ の選択履修の拡大に関して,

「このような授業時数の改訂の結果,各 中学校において外国語(英 語)が 現行の週三時間から

一週四時間に増やされることがまず もっ'て予想される
。その場合に,第 一 ・第二学年において

は特別活動あるいは音楽や美術の時間数削減にしわ寄せが くることを十分に認識 しておく必

要がある」7)と警告 している。 ただし同時に,「 選択履修の幅が拡大されたことの意義を個性

化教育という視点か ら積極的に受けとめる必要がある」のとも述べている。っまり,選 択履修

に充てる時間を学校一律に外国語に割 くのではなく,生 徒の得意教科を伸ば したり不得意教

科を補 ったりするための,ま た,関 心のある内容にっいて深 く学習するための,本 来の意味

での選択履修制度を確立しようというのである。そ してこれが学習指導要領で意図されてい

るものであろう。

もう一っ問題がある6そ れは学習内容の系統性ということである。塩野 によれば,選 択制

によって履修のパターンは図1の ようになる9)。一人の生徒が2年 と3年 の2年 間にわたっ

て音楽を選択した場合,選 択(a)と 選択(b)あ2っ のプログラムを履修することになる。

B校(B型).A校(A型)

型

B
①

B
②

B
③

B
④

1年2年 3年 合計

必 修2・ → 必 修2・ → ・→ 必 修1→5

+5③

0

必 修2・ → 必 修2・ → ・→ 必 修1→5

↓ ↑+6②

.→選 択(a)1・*1

必 修2・ → 必 修2・ → ・→ 必 修1→5

↓+6③

*・ → 選 択(b)1→1

必 修2・ → 必 修2・ → ・→ 必 修1→5

↓ ↑ ↓+7①
・→ 選 択{a}1・*・ → 選 択(b}1→1

型 1年 2年 3年 合計

る

4

+

0

ト修必↓↓レ修必↓か
.修必

A
①

A
②

A
③

A
④

必 修2・ → 必 修1・ → ・→ 必 修1→4

↓ ↑+5①
→ 選 択(a)1・*1

必 修2・ → 必 修1・ → ・→ 必 修1→4

↓+5②

*・ → 選 択 ㈲1→1

必 修2・ → 必 修1・ → ・→ 必 修1→4

↓ ↑ ↓+6①
・→ 選 択(a)1・*・ → 選 択 ㈲1→2

図1音 楽科履修系統図
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彼にとってはこの2っ のプログラムは,連 続的なものであるから,そ こには系統性が必要で

ある。しかし,一 方では,3年 時にだけ音楽を履修する生徒 もでて くるのである。彼にとって

は,選 択(a)で 学習 した内容を前提 とする事はできないのである。従って,2年 連続の選択

プログラムにおいて,系 統性を考慮することはかなり難 しいということになる。

さらに,必 修の音楽の授業と選択の授業の関連 ということも考えねばならず,そ ういう点

では,選 択履修のあり方には工夫が必要である。

ところで,新 学習指導要領の 「指導計画の作成と内容の取扱い」の最後に,「表現及び鑑賞

の能力を高める学習,総 合的な学習,課 題学習,創 造的な表現活動などの学習活動を」行 う

ように指示されている。このこと,と りわけ課題学習 ということか ら,選 択履修においては

教科間のもののみならず,教 科内での課題選択なども考慮する必要がある。

(4)創 造的音楽学習

西澤は,今 日までに音楽教育で用いられてきた 「創造」という言葉には,2っ の意味がある

という'o)。「本来音楽が持 っている,初 源的な"み ずみず しさ"を 取 り戻そう」という場合 と

「文字どおり音楽で何かを作り出す」学習である。音楽は再現芸術でもあるが故に,作 曲者が

意図 した ものを楽譜という形で記号化されたものから創 り出さねばならない。結果としての

演奏は,従 って,演 奏者がどのように作曲者の意図を解釈 したかということに依存 し,一 人

一人で異なったものになるのである。そういった意味で,ま さしく音楽の再現は創造に他な

らない。一方,新 しい曲を作曲したり,こ れまでに存在 しなかった音楽を用 いて自らを表現

したりすることは,そ もそも創造的な活動である。ところで今回の改訂には,「即興的に音を

選んで表現すること」や 「自由な発想で即興的に表現すること」が内容 として挙 げられてい

る。これ らは,い わゆる創造的音楽学習の影響を受けていると考えられ,そ の創造の意味は

後者の意味である。

創造的音楽学習というのは,カ ナダの作曲家であるマ リー ・シェーファーに端を発する活

動で,楽 音であるなしに関わらず,身 の周 りの全ての 「音」を素材にした音楽活動である。

「音」には 「沈黙」も含まれる。この活動は 「個々の生徒にとって個性的であるようなことを

表現する方法」 であり,ま た,創 造的音楽には,選 んだ素材を探究 し,決 定する自由があ

る」U)とペインターはいう。子どもたちは耳を澄まして自分の周囲の 「音」を聞き,選 んだ

「音」を用いて,即 興的に自らを表現する。劇や身体表現と同時に行われることもある。

このような活動が結果 として何を生むのかは,日 本の音楽界ではいまだ明 らかにされてい

るとはいい難いが,音 楽の授業のみならず,他 の教科 との合科的指導においても,さ まざま

な形で実践されて きている。特に生活科 との関わりにおいて,今 後一定の注目を浴びるもの
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で あ ろ う。

以上,今 回の学習指導要領の改訂にともな う3っ の側面か ら,音 楽教育にっいて述べてき

た。以下では,そ れらがどのような形で実際に行われているのか,各 学校の研究紀要を基に

みていこう。

2音 楽科における先導的実践

(1)基 礎 ・基本の徹底

長野県駒 ヶ根市立東中学校では,各 教科の基礎的 ・基本的事項に焦点を当てた 「基礎講座」

という選択学習を実施 している。ここでの基礎 ・基本は 「前提能力」として考えられている。

つまり,授 業が成立するための基本的なスキルや知識 態度を各教科の 「前提能力」とし,

それを教科 ごとに洗い出して特別に訓練する時間を設 けているのである。 この時間は年に5

回,無 学年制で行われる。1回 にっき6単 位時間ずつで,1単 位時間は20分 である。実施の

日には,2単 位時間が連続で行われる。生徒には,そ の回に開かれる講座の一覧がわたされ,

その中か ら数講座選んで履修する。

音楽科では,基 礎 ・基本を 「発声」ということで押さえている。開かれている講座の名前

は,「発声の基本」である。指導案を図2に 示す。これ牽見ると,実 際の指導 は,① 呼吸法の

練習→② フェイス ・トレーニング→③ハ ミングによる共鳴練習 という,3っ の段階で行われ

ることが分かる。子 どもたちには,図3に 示すような学習カー ドがわたされ,発 声練習の段

階はこのカー ドに従って個人練習となる。

愛知県東浦町立緒川小学校では,無 学年制の ドリル学習である 「はげみ学習」の「環とし

て 「リコーダーのはげみ」を設けている。「はげみ学習」、は』種のプログラム学習で,「 リコー

ダーのはげみ」の場合,リ コーダーに関する技能をスモ'一ルステップに区切って,そ れぞれ

を学習課題 という形でカードに してある。子どもたちは,そ れを個人学習でこなしていく。

一つの学習課題を終了すると,次 の課題 に移れるのである。

緒川小学校は先進的なオープンスクールで,カ リキュラムが変則的である。そ してこの

「はげみ学習」は,そ こで行われているいくつかの学習プログラムのうちの一っであり,他 に

算数や体育に関するものがある。っまり,「はげみ学習」にはそのための特別な時間枠が定期

的に設定 されているのである。

音楽科における基礎 ・基本ということを東中学や緒川小学校のようにある特定の技能とし

てとらえることは,授 業を実施するためには賢明な方法であろう。その技能をマスターする
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ための段階を明確にしやすいし,練 習方法 もそう難 しくはないか らである。 しか しここで考

えなければな らないのは,東 中学の場合は,基 礎 ・基本を取 り出して短期集中的に取 り扱 う

やり方であるか ら比較的 うまくいくし,緒 川小学校の場合 も本来の授業 とは異なる時間枠で

行われるということである。 しか し両校のように,基 礎 ・基本を技能的なものに限定 して と

らえるや り方を通常の授業の中で常に行 っていくわけにはいかない。そうか といって,基

礎 ・基本を前述 したような暖昧なものとしてとらえた場合実践 はや りにくくなるし,例 え

やったとして も,本 当にやれたのかどうかを判断することが難 しくなるであろう。このあた

りの うまいや り方を今後 も模索 していかなければなるまい。

段階 学 習 活 動 指 導 ・ 助 言
時間 備 考

①響きのある美しい声を出 。響きのある美 しい声はゆったりとした自然 。運動のできる

基 すための姿勢のとり方に の姿勢から生まれることを説明 し,次 のよ 服装で行 う。

本 ついて説明を聞き,基 本 うに基本姿勢をっ くらせる。 。自然 な姿勢

姿 姿勢をつ くってみる。 ・両手を肩はばよりやや狭 く開け,ど ちら (ラ クな姿勢)
勢
を かの足を前へ出す ・重心を少 し前へ 3' が理解しやす

つ ・バ ンザイをして,胸 をあげたまま両手を いように,床

く ブランと下げる ・首す じを伸ばす にあおむけに
り ・気持ちをピンと上にはって,あ ごの力を 寝てみる。

ぬ く ・視線はやや上むきかげんにする

呼
②呼吸法を練習する。 。歌うための息がスムーズに使えるように次

一 一 一 一

吸 の ト レー ニ ング をす る。

法 ・背中を曲げて息を吸う。
4'を ・息を長く伸ばす。

知 ・ハ ミ ングで 伸 ば す 。

り ・基本姿勢で息を長 く伸ばす。
一 一 一 一

響
く声

を
出
し

③ 共 鳴 腔 を っ く るた め に,

フ ェー ス ・ トレー ニ ン グ

を行 う。

・まゆげを最大限に上にあげる。

・鼻翼をつり上げる。
・目を大きくあける。
・ほおを上げる。
・くちびるを上下に開く

。

4'

おおよそ達

成 した時は

その場で励

まし認める

曹 臼 一

て ④ハ ミングによる共鳴練習 ・ハ ミ ン グ

み
る
を行 う。 ・ハ ミ ングか らMa ,Mi,Meに か え る 7'

・ハ ミングか ら母音にかえる

ま
と
め

⑤反省 ・感想を書く。 。今後の課題として,で きれば毎日の積み重

ねが必要であることを指導する。
2'

図2基 本講座 「発声の基本」指導案
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楽音

且一A
発 声 の 基 本

年 1裂 番

氏名

正 し い 姿 勢 で 歌 お う

美 しい声 は,正 しい姿 勢から生まれます。 人隅は歩い てい る委勢 が一一番自然な状態です。歌

う.ときもいつでも歩 き出.せるよ うな感 じで立 ちよしょう。

ゆ ったりとした目然な姿勢 ぐ歌おう

,
る†にじ感るいてれらつ引に上を髪

I
I
十

日 は 遙【くを 見 る9尋 一一一'{

ノ

胸 をは り,.や 嫡 く保.、.一 一 懸1灘

声をし。か,奴 。ため./
一F韻 を引 く

。

:;:巌警 収 い＼
、・凄～,..

首 すヒを帥ばす。

肩の カをぬ く。

/背 す じを{1曜 す・

騨=一 一 一 一 ・・
緊 張 させ る。

繍
織
灘
灘
選

＼ 重心 は少 し前の 方へかけ る.

うつ向かないて歌おう 足の位置にも気をつけよう

× ○

卓両 足 が そ ろ っ て い る。 掌眉 幅 くら い開 け る.

図3「 発声の基本」の学習カード
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(2)選 択履修制

滋賀県余呉町立鏡岡中学校では,各 教科で教科内選択学習に取り組んでいる。音楽科では,

フォスターの曲を題材に,3っ のコースを組んだ。フォスターについて調べるグループ,合 唱

に取 り組むグループ,楽 器で演奏するグループである。調べ学習のグループには,フ ォス

ターの伝記をカセ ットテープに吹き込んだ ものや,伝 記そのもの,フ ォスターの時代の資料

等が用意 されている。子どもたちは各自の興味に従ってコースを選び,そ の後それぞれのも

のをもちよって,演 奏グループの伴奏で全員で合唱するのである。合唱に際 しては,調 べ学

習グループか らフォスターが生きた時代の背景や,ア メリカ南部の様子にっいて聞 き,歌 詞

の理解を深める。 このようにして,同 じ一っの曲に対してさまざまな方向か らアプローチさ

せ,そ れを統合することによって,一 段高い表現や鑑賞へと持っていくことができるのでは

ないだろうか。このことは,先 述 したが,学 習指導要領でいう 「総合的な学習」にあたり,

「課題学習」にあたるのである。

同 じようなや り方が愛媛大学附属中学校で も行われている。単元は,「べ一 トーベンの音楽

に親 しむ」で,主 要教材は交響曲第5番 「運命」である。指導計画を図4に 示す。授業 は,

べ一トーベンについての理解や 「運命」の鑑賞,ス コアを利用 した楽器の理解 という導入部

を経て,グ ループ学習になる。グループは,表 現グループが2種 類,鑑 賞 グループ,調 査 グ

ループの合計4つ 構成される。表現グループは,リ コーダーを用いた演奏 と,川 柳や紙芝居

による表現の2種 類である。 この教科内選択学習のために用意された資料やメディァを図5

に示すが,こ れを見 ると各 コースの中身が実に充実 している理由が納得できる。豊富な資料

に多様なメディアを用いることによって,中 学生には多少荷が重すぎるような内容をこなす

のである。ただ,こ この場合は鏡岡中学校の実践と違って,グ ループ学習の結果をまとめる

ことはするが,統 合することはやっていない。
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指 導 内 容 ・ 時 間

【べ一 トベンの音楽に親 しむ】

主要教材 交響曲第5番 「運命」
「

・ベ ー トー ベ ンに つ い て の理

解を深める

・生 涯

・作 品

共通学習
・第1・2・3楽 章 を鑑 賞 し,

管弦楽の豊かな表現力を感
(2)

じ取る

・ス コア を 活用 して,オ ー ケ

ス トラの楽器やその役割な

どを理解する

グループ編成

。学習課題の検討
選択学習

。学習課題の決定

。活動計画の検討
(3)

・準備物

・活動場所

L____

選 択学 習 グ ル ー プ
「

A表 現 グループ1

。 リコー ダー に よ る ベ ー トベ ンの

作品演奏

。 「運命」の ピアノ編曲用の楽譜

を使用 して,長 調にアレンジす

「

B表 現 グループ2

。ベー トーペンを川柳で表現する

。べ一 トーベンの生涯を紙芝居で

表現する

「

C鑑 賞 グループ

。ピアノソナタ 「月光」や 「荘厳

ミサ曲」を聴く

。ベー トーベンの交響曲を比較鑑

賞する

。交響曲第5番 を重点的に聴く

。べ一 トーベン以外の作曲家の作

品を聴く

。ベー トーベンの交響曲第5番 以

外の曲を聴 き,比 較する

「

D調 査 グループ

。べ 一 トー ペ ンの 生 涯

・年表

・レポ ー ト形 式

。』オ ー ケ ス トラの 器 楽 の歴 史 に っ

いて

L

共有化
発 表

(2)

図4「 べ一 トーベンの音楽に親しむ」指導計画
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〈楽譜に関する物〉

。「ピアノ名曲辞典1」

。 「ピアノ名曲辞典2」

。スコア

・べ一トベン交響曲第1番

・ベートベン交響曲第2番

・ベートベン交響曲第3番

・ベートペン交響曲第4番

・ペートベン交響曲第5番

・ベートベン交響曲第6番

・べ一 トベ ン交響曲第7番

・ベートベ ン交響曲第8番

・ペートペ ン交響曲第9番

。ピァノ ・アレンジ第5交 響曲

。リコーダー名曲集

〈音楽史を中心としたもの〉

。 「音楽の流れ」 村田武雄

。 「音楽のヨーロッパ」 属 啓成

。 「耳による音楽史」 柴田南雄

。「ピアノ音楽史」 ウイリ・アーベン

。「ウィーン音楽地図」 ネベハイ

。「19世紀のピアニス トたち」 千歳八郎

。「音楽の歴史 と思想」

ライヒテントリット

。 「音楽と歴史の出会い」 保柳 健

。「あの世の楽聖たち」 武川寛海

。「音楽史の休 日」 武川寛海

。 「母と子の音楽史」 谷 慶郎

。「クラッシックの喫茶室」 服部公一

。 「そなた ・こなた ・へんうちょう」

野口幸助

。 「続そなた ・こなた ・へうんちょう」

野口幸助

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

図5資 料 ・メディァー覧

〈クラッシック音楽に関するもの〉

「指揮法教程」 斉藤秀雄 著

「オーケス トラを聴 く人へ」 近衛秀磨

「作曲家から聴衆へ」 コーブランド

「指揮の芸術」 ワインガル トナー

。 「音楽の聴 きどころ ・交響曲」

諸井 誠

「バイオリン名器」 ファルガ

「ベー トーベンの作品集」 属 啓成

「ベー トーベン」 大築邦雄

「第九のすべて」 武川寛海

著

著

著

著

著

著

著

著

〈メ デ ィア〉

・ レ コー ド及 び テ ー プ

。べ 一 トー ベ ン 交 響 曲第5番

指 揮 カ ー ル ・ベ ー ム

[
演 奏 ウ ィー ン ・フ ィル

指 揮 カ ラヤ ン

[
演 奏 フ ィル ハ ー モ ニ ー

指 揮 カ ラヤ ン

[ 演 奏 ベ ル リン ・フ ィル

指揮 ミュ ン シ ュ

[ 演 奏 ボ ス トン

指揮 フ ル トベ ン グ ラー

[
演奏 ウ イー ン ・フ ィル

。べ 一 トー ペ ン 交 響 曲 第6番

指 揮 カ ラヤ ン

[
演 奏 ベ ル リン ・フ ィル

。ベ ー トー ベ ン 交 響 曲 第3番

指 揮 カ ラヤ ン

[
演 奏 ベ ル リン ・フ ィル

。ベ ー トー ベ ン四大 ピア ノ ソナ タ集

。ペ ー トー ベ ン三 大 ピア ノ ソナ タ集

。荘 厳 ミサ 曲

。ハ イ ドン交 響 曲第94番 「驚 愕 」

。ハ イ ドン交 響 曲第101番 「時 計 」

。モ ー ッ ァル ト 「フ ィガ ロの結 婚 」序 曲

・テ ー ブ レ コー ダ ー4台

●ス テ レオ

●ピア ノ

・ リコー ダー
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図6生 徒がつくったバ リンビンとパンパイプ 〈生徒作品1> 〈生徒作品2>

愛媛大学附属中学は,教 科間選択学習でも先進校である。教科間選択学習 と教科内選択学

習の相違点はいくっかあるが(表3),最 も重要なものは教科内選択学習が基礎 ・基本の徹底

をね らっているのに対 して,教 科間選択学習では個性の伸張を標榜 していることである。 こ

のことか ら,教 科間選択学習ではかなり思い切 った課題を設定できるのである。

音楽科では,週1時 間の教科選択の時に,「手作りの楽器で音楽を」というテーマが設定 さ

れている。楽器づ くりは,バ リンピン(フ ィリピンの竹製の楽器)→ 鳥笛→パンパイプと進

行 していく。その間に,笛 の原理や調律についての学習が行われるのである。生徒がっくっ

た楽器の写真を載せておく(図6)。

以上のような選択学習であるが,愛 媛大学附属中学校のように教科内選択学習は比較的教

科の基礎 ・基本を,教 科間選択では発展的な内容をという行き方は参考になる。 これで,先

述 した選択音楽における系統性の問題はクリアできると思われるし,個 性重視 という選択履

修本来の目的 も達成で きるであろう。

表3教 科問題選択学習と教科内選択学習の相違点

教 科 問 題 選 択 学 習 教 科 内 選 択 学 習

対 象 生 徒 噛教科の得意 ・不得意な生徒に限定 全 員

学習内容の範囲 教科の枠内で個性の伸長を図る学習内容
主として基礎 ・基本の徹底を目指す学習
内容

活用する能力 教科その他で既得の知識,技 能等 教科の単元内での既得の知識 ・技能等

伸長すべき僧性
教科の授業では得 られない生徒の能力知

識,技 能,得 意,不 得意,選 択能力等

共通学習で得られない生徒の能力
輿味 ・関心 ・意欲等

学 習 時 間 10時間以上の長時間にわたる学習 3～4時 間程度の学習

学 習 課 題 複数の課題の系統立った学習 1～2程度の課題解決学習

選 択 の 幅 学習目標 ・内容 ・方法について選択可能 学習内容 ・方法について選択可能

指導上の留意点
長時間の学習のため学習意欲の持続を図
る工夫が必要

能力,興 味,関 心の低い生徒への手だて

が必要
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(3)創 造的音楽学習

広島県東広島市立西条小学校では,全 学年にわたって創造的音楽学習に取 り組んで、)る。

低学年で身の周りの音への興味を喚起 し,そ れを模倣する学習,中 学年で音 ・声 ・楽器をっ

くった構成の工夫,,高 学年で図形楽譜によるイメージの拡大 というような内容のシークエ

ンスを想定 し実践 しているのである。

3年 生の 「音あそび」の指導計画を図7に 示す。全部で14時 間の単元だが,国 語や図工 と

の合科学習にもなっている。単元の導入には,手 作 り楽器で表現するセッションが設定され

ており,そ のあとは,大 きく2っ の部分に分かれる。導入に続 く部分は,全 員が 「水の旅」

というテーマでス トー リーづ くりを し,そ れを,は じめ,中,終 わ りという3つ の部分に分

けて絵で表現する。そ して,そ れを今度は音で表現するのである。後半の部分では,今 度は

テーマを選択する方式になる。テーマは,「宇宙探検」「乗 り物の旅」「朝の音禁」「物語の音

楽」の4っ である。子 どもたちは,オ ルガンや リコーダーなどの既製の楽器に加えて,た ら

いや箱 ・豆等でつ くった楽器を持ち寄って,自 由に表現活動をするのである。

西条小学校では,こ のような音楽学習によって,音 に関心のなか った子どもの意識を覚醒

し,楽 譜の存在故に音楽嫌いになっていた子 どもたちに音楽の楽 しさを教えることができる

と考えているのである。

ところで,こ の実践のポイントは合科学習にあるといえる。 これまでさまざまな創造的音

楽学習が行われてきたが,表 現する子どもたちが無目的に音源を打ち鳴 らし,騒 音 しか残 ら

ないといったものが多かったようである。そこのところに対す る工夫が,国 語 と図工 との合

科学習である。これか ら表現するもののス トーリー(流 れ)を 文字で表現 し,そ のポイント

(節目)を 今度 は絵で表現するのである。このような前段階をふまえることによって,音 で表

現する世界のイメージを明確にもたせるのである。文章や絵は,あ る意味ではスコアといっ

ても良いのである。

ところで,創 造的音楽学習とこれまでの伝統的な音楽学習 とのっなが りにっいて,真 剣 に

取 り組んだ実践 はまだ見ない。創造的音楽学習の理念や実践には共感す るものがあるのだ

が,音 楽科における基礎 ・基本の問題 も絡めて,今 後検討 していく必要があるだろう。
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時 指 導 内 容 学習指導の形態 個の変容把握の手だて

1
各自の持ち寄った材料をもと 学級別一斉指導 。個人記録表

に,手 作 り楽器を作 る。 (手作りの楽器の工夫)

手作り楽器で 「キラキラ星」 1 。個人記録表

2 「春の小川」の リズム伴奏を

する。
I
l

(・手作り楽器であそぶ・リズムの工夫)

§
水の音を表す楽器を工夫して
作り,い ろいろな水の音を出 i

。学習カー ド

。個人記録表

4
す 。

Ψ
(・音 えらび・場にふさわしい音)

水の旅のストーリーを話 学級内でグルー 。学 習 カー ド

5
し合 い,始 め,中,終 わ り プ分けをし,班 。教師の観察

音 と3枚 の絵にかき表す。 学習。 (話し合いの様子)
(国語 ・図工)

一　 一 一 、 一

6
あ ス トー リー に 従 い,音 作 1 。学 習 カ ー ド

○
りを工夫し,グ ループ毎 1

。個人記録表

7 そ
に練習する。

1 (・場にふさわしい音・グループでの協力)
"一 一 一 一_

1
び 各グループの作品の発表

。教師観察

会をし,相 互評価する。

'1
発表態度

8
ω 1 作品.

。個人記録表

Ψ
C鐙 護 みっけ∂

自分のやりたい課題を一 3学級4担 任 。教師観察

つ選び,そ の中でグルー 課題選択別方式 (グループ内での

プ を作 り,イ メ ー ジを ふ に よ るT.T 話し合いの様子)
9 音 く らませ る。

囎 雛旅、

一 　 一 一 一h あ t灘 楽ノ
グ ル ー プ毎 に ス トー リー 1 。学 習 カ ー ド

10

一 一 一 一 一_

そ

を決め,絵 に表す。

(国語 ・図工)
lI

111 ス トー リー に従 い,音 作 。学 習 カ ー ド

●

び りや音探 しをしながら, 1 。個人記録表

12

(本時)

各 グルー プ毎 に練習す

る。
1 (・場 にふさわしい音・グループでの協力)

●

13 {2)
_一 一 一 一_

14
全体で作品発表会をして 。個人記録表

相互評価する。
Ψ

(・よいところをみつける)

図7「 音あそび」指導計画
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3お わ りに

音楽は基本的に個人的なものである。どのような音楽を好むかは,全 く自由である。何を

聴いて も良いし,何 を歌 っても良い。 どんな楽器を演奏 してもかまわない。教育は文化の拘

束を受 けるか らといって,何 も日本古来の音楽だけをやる必要 もなければ,逆 に西洋のある

時期だけの音楽だけをやる必要 もない。 しか し,や って も良い。

音楽が,あ る人生観や政治的な態度の象徴である場合 もある。そういったメッセージが旋

律 に乗 って伝え られ る場合である。反戦歌などは正にそ うであった。はじめは明確なメッ

セージとともに表現されていたものが,や がて旋律だけで もメッセージを伝え得るものにな

る。そうい う意味では,音 楽を純粋に心情的なもの ととらえ.るのには無理がある。

日本人は,あ る意味では非常に音楽的な国民だといえるか も知れない。カラオケを生み出

したのは日本人であった し,出 先でイヤホンをつけている人 も非常に多い。 これだけ音楽を

愛 して止まない国民に,こ れ以上どのような音楽教育が必要とされているのであろうか。

こういったことを考えるとき,こ れか ら音楽教育で必要とされることは,次 のようなこと

であろう。

・真の音楽理解のための音楽のリテラシーを明確化すること(少 なくとも一定のレベルを

こえるための方法 と,そ のための教材を一体化 した形で開発すること)。

・さまざまなジャンルの音楽に,っ まらないと思わせ ることなくふれさせること(知 識,

理解か ら入る音楽体験でなく,肌 で,体 で聴 く直接的な音楽体験を与えること)。

・よりよく表現 したい子ども,よ り深 く鑑賞 したい子どもに,そ のための文化的な場所を

十分与えること。

今後,こ ういった方向に学習指導要領が改訂を重ねていくのかどうかは筆者には分からな

い。しか し,日 本の教育界全体が子どもの個性の重視,伸 張へと動いている今日であるか ら,

音楽に対 して興味を持っ子どもたちに対 して,上 のようなことを保障することは,比 較的や

り易 くなって くるか も知れない。できれば抽象的な目標表現で終わらない,具 体的な目安 と

して(し かし法的拘束力はあまりないような形で)学 習指導要領が改訂されて くれれば,音

楽教育 にとって最高の支援になると思われる。
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REVISIONOFCOURSEOFSTUDYANDMUSICIN£LEMENTARY/

JUNIORHIGHSCHOOL

HaruoKUROKAMI

Courseofstudywasrevisedin1989andwi11beenforcedin1993.Asformusicthere're

threepointsintherevision.Thefirstis"masteryofbasics."Butitisverydiffiultto

definewhatisbasicinmusic.Thereforewhenteachersintendtomaketheirstudents

masterbasicsinmusic,therecomesomeproblemslikewhatshouldbedone,how

student'smasterycanbeevaluatedandsoon.Tosolvetheseproblems,teachershave

todefinebasics.Forexample,somejunlorhighschooldbfineditasprerequisitesand

haveshortlessonsspecializedtolearnbasics.Thesecondis"electives.讐Courseofstudy

declaresthateachstudentshouldselecthis/hertasksorsubjectstosomeextent.This

directionleadsto"individuation."Theelectiveshastwophases.Oneisinner-subject

phaseandtheotherisinter-sublectsone.Anexampleoftheforτneristask-personalized

learning.Inthisstudentscanselectatasktolearn,Somestudentslearnbackgroundof

atuneandothersexerciseaccompanimentofthetune.Anexampleofthelateris

subject-personalizedlearning.Thisoneallowsstudentstoselecta串ubjecttolearn.

Theycanselectmathematics,science,gymnastics,musicandsoforth.Inthistypeof

electivesjuststudentswhoareinterestedinmusicselectit,sothecontentoflearning

becomeshigher.Thethirdis"Creativemusic."Creativemusicmakesstudentsexpress

theirmusicalemotionfreely、Theyhearsoundaroundthemandimitatethesoundwith

manyordinarythingswhicharenotmusicalinstruments.Thesethreedirectionswill

changemusiceducationinJapantosomeextemt.Butthischangewillnotbeenollgh.

Courseofstudyisexpectedtobemoreconcrete.


